
 

検体検査の精度管理等に関する検討会 開催要綱 

 

１．目的 

○ 検体検査は、疾病の的確な診断や、治療効果の評価等のために日常的に

実施されているものであり、その品質・精度の確保は医療技術の進歩とと

もに重要となってきている。 

○ このため、今般、医療法等の一部を改正し、医療機関が自ら実施する検

体検査や衛生検査所やブランチラボに業務委託される検体検査について、

その精度管理に関する基準を設け、適切に管理を行っていくことについて

法律上明確に位置付けるとともに、医療技術の進歩に合わせた検体検査の

分類の柔軟な見直しを可能とする制度改正を行った。 

○ また、遺伝子関連検査の品質・精度の確保について、昨年１０月の「ゲ

ノム情報を用いた医療等の実用化推進タスクフォース」意見とりまとめに

おいて、諸外国と同様の水準を満たす必要があるとされている。 

○ 本検討会は、このような状況を踏まえ、検体検査の精度の確保に必要な

基準等について検討することを目的に開催するものである。 

 

２．検討課題 

(1) 医療機関及び衛生検査所等の医療機関が検体検査業務を委託する者が

行う検体検査の精度管理のあり方について  

(2) 諸外国と同様の水準を満たす遺伝子関連検査の品質・精度のあり方につ

いて 

(3) 医療技術の進歩に合わせた検体検査の分類について 

 

３．構成員 

(1) 検討会の構成員は別紙のとおりとする。 

(2) 座長は、構成員の互選により選出する。座長は座長代理を指名すること

ができる。 

(3) 座長は、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求めることができる。 

 

４．会議の運営 

(1) 会議の議事は、別に会議において申し合わせた場合を除き、公開とする。 

(2) 検討会の庶務は、厚生労働省医政局総務課において、地域医療計画課の

協力を得て行う。 

(3) その他、検討会の運営に必要な事項は、座長が定める。 
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